
 

 

1 

 

第
四
五
一
回 

青
葉
会
句
会
報 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
三
日(

木)  
 

於
：
三
軒
茶
屋
世
田
谷
区
施
設 

 
 
 
 

選 
 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

 
投
句
・
選
句 

 

今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

熊
谷
く
に
お 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

 

小
早
健
介 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

  

 
 
 
 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
く
す
を 

重
枝
考
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
三
恵 

 

 

【
互 

選 

句
】
〇
は
会
員
選
者
の
特
選 

 
 

◎
は
青
葉
会
、
孤
舟
選
者
の
選 

九
点 

◎
己
が
影
抱
き
て
果
て
し
冬
の
蝶 

 
 

く
に
お 

（
孤
・
〇
五
・
清
・
び
・
允
・
〇
啓
・
百
・
三
・
盛
） 

◎
目
に
は
目
の
戦
史
積
り
て
ガ
ザ
の
冬 

 

び
ん 

（
紀
・
健
・
孤
・
〇
堂
・
清
・
〇
正
・
百
・
昇
・
啓
） 

◎
百
舌
去
り
て
一
枝
の
震
え
残
り
け
り 

 
 

仝 

（
孤
・
恵
・
た
・
康
・
雅
・
允
・
啓
・
亜
・
三
） 

 

八
点 

 

夢
共
に
生
き
来
し
我
家
落
葉
掃
き 

 
 
  

雅
夫 

（
紀
・
忠
・
孝
・
〇
龍
・
清
・
國
・
隆
・
正
） 

 
 

 
 
 

 

七
点 

 

毛
糸
玉
祖
母
の
手
秤
確
か
な
り 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
く
・
清
・
康
・
堂
・
雅
・
百
・
啓
） 

 

六
点 

 

鉢
巻
で
植
木
屋
と
な
る
秋
の
庭 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
忠
・
五
・
と
・
啓
・
天
・
盛
） 

 
 
 

 
 

母
の
忌
や
物
言
ひ
た
げ
な
返
り
花                

昇 
 
  

（
〇
そ
・
〇
く
す
・
孝
・
己
・
び
・
〇
規
） 

冬
あ
か
ね
茶
席
を
仕
舞
ふ
割
烹
着 

 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
く
す
・
恵
・
堂
・
正
・
啓
） 

 
 
 

 
 

 

五
点 

 

運
動
会
子
供
等
み
ん
な
志
士
の
顔 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
健
・
龍
・
己
・
昇
） 

七
歳
に
を
み
な
の
色
香
七
五
三 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
そ
・
忠
・
堂
・
規
・
〇
盛
） 

蛾
眉
の
月
湖
上
に
懸
か
り
薄
紅
葉 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
健
・
た
・
ゆ
・
允
・
三
） 

首
の
無
き
ロ
ダ
ン
の
像
や
憂
国
忌 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
く
・
と
・
康
・
〇
昇
・
亜
） 

落
ち
葉
降
る
人
な
き
町
の
昼
下
が
り 

 
 

五
郎
太 

 
 

（
た
・
ゆ
・
雅
・
國
・
規
） 

そ
ぞ
ろ
寒
夜
明
け
の
こ
む
ら
が
え
り
ま
た 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
く
・
恵
・
昇
・
三
） 

湯
の
宿
の
川
面
彩
る
薄
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
そ
・
た
・
國
・
允
） 

◎
雪
吊
り
に
し
と
ど
雨
降
る
裏
日
本 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
孤
・
千
・
龍
・
己
・
啓
） 

綾
を
織
る
ご
と
く
池
面
の
散
紅
葉 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
そ
・
恵
・
ゆ
・
雅
・
盛
） 

◎
鋭
角
に
冬
陽
差
し
込
む
高
架
下 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
く
・
孤
・
堂
・
亜
） 

自
分
史
に
横
道
は
在
り
冬
木
の
芽 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
く
す
・
五
・
と
・
孝
） 

 

四
点 

 

逝
く
友
に
自
伝
書
く
友
冬
初
め 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
健
・
〇
千
・
龍
） 

折
り
合
ふ
て
限
り
あ
る
こ
と
片
時
雨 

  
 
 

と
み
子 

 
 

（
く
す
・
五
・
孝
・
正
） 

遠
山
の
輪
郭
著
（
し
る
）
く
冬
に
入
る 

 
   

恵
洲 

 
 

（
た
・
孝
・
百
・
三
） 

曲
が
る
度
山
茶
花
に
逢
ふ
散
歩
道 

 
 
   

康
敏 

 
 

（
忠
・
く
・
雅
・
規
） 

晩
秋
の
空
見
上
げ
つ
つ
妻
逝
け
り 

 
   

 

規
雄 

 
 

（
健
・
〇
允
・
び
・
百
） 

◎
熱
燗
や
吾
に
も
若
き
日
は
在
り
し 

  
    

盛
雄 

 
 

（
紀
・
忠
・
孤
・
隆
） 

ラ
ガ
ー
ら
の
髭
も
タ
ト
ゥ
ー
も
ノ
ー
サ
イ
ド 

 

仝 
 
 

（
紀
・
龍
・
康
・
堂
） 



 

 

2 

 

 
三
点 

 

携
帯
に
女
性
の
名
出
る
小
春
か
な 

 
   

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
く
す
・
忠
） 

◎
吾
も
ま
た
絶
滅
危
惧
種
温
め
酒                

 

健
介 

 
 

（
紀
・
孤
・
昇
） 

待
ち
か
ね
し
干
柿
残
り
あ
と
ふ
た
つ 

 
 
     

 

千
恵 

 
 

（
ゆ
・
正
・
天
） 

新
司
て
ふ
五
線
の
旅
人
寒
昴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
健
・
清
） 

幼
児
の
小
走
り
愛
ら
し
秋
さ
や
か 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
そ
・
龍
・
國
） 

コ
ス
モ
ス
と
ゆ
れ
て
語
る
や
老
い
疲
れ 

 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
・
ゆ
・
三
） 

秋
風
に
ツ
ケ
場
の
煙
千
曲
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
・
己
・
亜
） 

武
蔵
野
の
夕
日
に
沈
む
枯
木
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
そ
・
た
・
允
） 

山
茶
花
や
垣
な
き
村
の
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
恵
・
昇
・
亜
） 

不
意
打
ち
の
嚔
（
く
し
ゃ
み
）
で
ば
れ
し
若
づ
く
り 

百
合
子 

 
 

（
紀
・
〇
孝
・
天
） 

冬
天
へ
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
円
錐
形 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
五
・
と
） 

神
在
月
老
い
し
妹
ら
は
み
な
達
者 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
く
・
亜
） 

御
堂
筋
へ
虎
の
雄
叫
び
冬
う
ら
ら 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
と
・
康
） 

 

二
点 

 

顔
見
世
や
仁
左
の
芝
居
を
歌
六
締
め 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
と
・
千
） 

◎
青
げ
ら
の
ち
ょ
こ
ま
か
ち
ょ
こ
ま
か
忙
し
な
く 

 
 
 

仝 
 
 

（
孤
・
天
） 

（
青
げ
ら
は
啄
木
鳥
の
仲
間
） 

 
 

   
 
 
 

神
宮
外
苑
銀
杏
並
木
再
開
発
計
画 

世
界
遺
産
に
推
挙
の
動
き
銀
杏
散
る 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
千
・
隆
） 

冬
晴
れ
や
遂
に
手
に
す
る
日
本
一 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
盛
） 

そ
の
ま
ま
か
砂
糖
で
煮
る
か
冬
り
ん
ご 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
く
す
・
天
） 

地
下
壕
よ
り
少
女
の
俳
句
冬
の
星 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
規
） 

年
来
の
友
癌
と
聞
く
秋
深
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
び
） 

鐘
太
鼓
聞
け
ば
浮
き
立
つ
秋
祭
り 

 
 

 
 

 
 

 
  

た
だ
し
げ 
 
  

（
紀
・
隆
） 

黄
落
や
寺
の
瓦
に
葵
紋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
天
） 

日
の
暮
れ
に
野
火
か
と
惑
う
紅
葉
山 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
千
・
雅
） 

ど
の
家
と
言
わ
ず
木
犀
匂
う
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
び
・
規
） 

秋
晴
れ
の
空
を
吸
い
こ
み
吸
わ
る
る
や 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
紀
・
清
） 

 

こ
の
空
地
建
替
え
ま
だ
き
枯
葎
（
か
れ
む
ぐ
ら
）  

 
 

啓
子 

 
 

（
己
・
隆
） 

日
野
か
ぶ
ら
紅
き
に
宿
る
苦
味
か
な 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
恵
） 

◎
二
日
目
の
巻
繊
汁
（
け
ん
ち
ん
じ
る
）
の
う
ま
さ
か
な 

天
牛 

 
 

（
孤
・
百
） 

 

一
点 

 

新
走
り
送
っ
た
友
か
ら
新
走
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
千
） 

石
蕗
の
咲
く
歯
科
医
院
行
く
覚
悟
し
て 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

友
和
さ
ん
叙
勲
良
き
顔
文
化
の
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

牡
丹
焚
く
火
焔
に
舌
と
翼
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
  

孤
舟      

（
〇
康
） 

山
茶
花
の
散
つ
て
は
な
や
ぐ
憂
国
忌 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
正
） 

神
無
月
古
楽
の
会
の
カ
ン
タ
ー
タ 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
） 

猛
牛
を
退
け
し
虎
冬
ぬ
く
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
堂 

姑
御
に
程
よ
く
出
来
し
蕪
蒸 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
） 

大
丈
夫
言
ひ
つ
手
を
借
る
冬
支
度 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
ゆ
） 



 

 

3 

 

新
蕎
麦
や
酒
を
お
供
に
ほ
ん
の
り
と 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
） 

気
ま
ぐ
れ
の
ゴ
ジ
ラ
観
に
出
る
小
春
か
な 

 
 

恵
洲 

 
 

（
〇
己
） 

木
枯
の
龍
馬
像
過
ぎ
海
に
出
づ 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
） 

年
重
ね
病
は
村
時
雨
に
似
て 

 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
百
） 

初
冬
の
庭
の 

 

片
付
け
妻
「
お
茶
よ
」 

 
 
 

堂
哉 

 
 

（
盛
） 

紅
葉
の
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
青
き
空 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
國
） 

瀬
戸
の
島
紅
葉
映
え
る
波
の
間
に 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
國
） 

秋
パ
ス
タ
漂
う
香
り
ポ
ル
チ
ー
ニ 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
） 

知
ら
ぬ
間
に
一
枝
置
か
れ
木
犀
香 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
び
） 

旧
式
の
ク
レ
ー
ン
が
六
基
小
樽
冬 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
） 

紅
葉
し
て
赤
き
実
付
け
る
枝
の
欲
し 

 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
） 

電
柱
に
へ
の
へ
の
も
へ
じ
秋
暮
る
る 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
五
） 

◎
下
校
告
ぐ
チ
ャ
イ
ム
の
音
や
秋
の
声 

 
 
 
 

正
明 

 
 

（
孤
） 

頂
き
し
野
菊
の
香
り
部
屋
に
満
つ 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
隆
） 

  
  
 
 
 
 
  
  

     
 

     
 

     
 

     
 

     
 

【
句 

 

評
】 

九
点
句 

己
が
影
抱
き
て
果
て
し
冬
の
蝶 

 
 
 

く
に
お 

 

 
 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
生
き
て
い
た
姿
の
ま
ま
で
地
面
に
横
た
わ
る
冬
の
蝶
は
悲
し
い
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
冬
の
弱
い
日
が
射
す
な
か
、
動
か
な
く
な
っ
た
蝶
。
静
謐
で
寂
し
い
句
を
天
に
い
た
だ
き
ま
し
た 

百
合
子
さ
ん
・
・
人
生
も
同
じ
か
と
・
・
・ 

啓
子
さ
ん
・
・
・
命
の
果
て
た
蝶
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
ふ
と
、
自
分
、
或
い
は
人
の
運
命
を
想
わ
れ
た
で 

し
ょ
う
。
作
者
の
し
ん
と
し
た
想
い
が
滲
み
出
て
深
く
美
し
い
句
と
感
じ
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
動
き
も
鈍
く
な
り
な
が
ら
、
尚
も
蜜
を
求
め
る
冬
蝶
。
上
五
、
中
七
が
見
事
。 

目
に
は
目
の
戦
史
積
り
て
ガ
ザ
の
冬 

 
 

び
ん 
 

 
 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
ど
ん
な
理
由
が
あ
れ
報
復
の
繰
り
返
し
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
全
く
や
り
き
れ
な
い
争
い
で
す
ね
！ 

正
明
さ
ん
・
・
・
僕
は
近
く
と
言
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ラ
ン
と
ト
ル
コ
の
三
国
は
に
は
少
し
は
知
識
が
あ
り
ま 

す
。
こ
の
辺
り
の
国
々
は
千
年
単
位
で
歴
史
が
語
ら
れ
ま
す
。
胸
が
痛
む
句
で
す
ね
。 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
歴
史
は
あ
る
意
味
で
戦
史
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
せ
っ
か
く
生
ま
れ
た
の
に
理
不 

尽
に
も
奪
わ
れ
た
命
、
歴
史
の
中
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
死
屍
累
々
の
山
が
築
か
れ
て
い
る
の
で 

し
ょ
う
か
。 

   
 
 

百
舌
去
り
て
一
枝
の
震
え
残
り
け
り 

 
 

び
ん 

 

 
 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
百
舌
が
ざ
わ
ざ
わ
と
枝
か
ら
飛
び
立
っ
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
百
舌
の
飛
び
去
っ
た
後
の
表
現
が
面
白
い
。 

 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
平
凡
な
写
生
句
と
言
え
ど
、
い
い
味
わ
い
で
す
。
少
し
名
残
惜
し
い
の
か
な
？ 

康
敏
さ
ん
・
・
・
百
舌
は
小
鳥
の
中
で
は
大
型
で
動
き
は
活
発
だ
。
木
の
枝
か
ら
飛
び
去
っ
た
後
の
枝
の
震
え
を

巧
み
に
捕
ら
え
た
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
百
舌
は
獲
物
に
と
っ
て
お
そ
ろ
し
い
鳥
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
凍
て
つ
く
寒
さ
、
恐
ろ
し 

さ
、
飛
び
立
っ
た
後
の
余
韻
と
三
つ
合
わ
さ
っ
て
「
震
え
」
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 
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八
点
句 

夢
共
に
生
き
来
し
我
家
落
葉
掃
き 

 
 
  

雅
夫 

 

 
 
 

 
 
  

隆
さ
ん
・
・
・
・
若
い
時
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
結
局
す
べ
て
は
夢
で
あ
る
と
思
う
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
我
が
家
に
対
す
る
愛
し
さ
は
齢
を
重
ね
る
毎
に
募
る
ば
か
り 

嗚
呼
！ 

 

七
点
句 

毛
糸
玉
祖
母
の
手
秤
確
か
な
り 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
テ
レ
ビ
で
片
手
に
乗
せ
た
物
の
重
量
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
お
ば
あ
様
な 

ら
即
正
解
で
す
ね
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
確
か
に
父
や
母
の
目
分
量
は
正
確
で
し
た
！ 

百
合
子
さ
ん
・
・
編
み
物
に
限
ら
ず
、
家
事
を
し
っ
か
り
と
こ
な
し
て
得
た
経
験
の
確
か
さ
は
見
事
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

祖
母
や
母
に
、
匙
加
減
を
訊
く
と
答
え
は
い
つ
も
「
う
ー
ん
、
そ
れ
は
大
体
の
勘
」 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
日
常
の
生
活
の
中
に
極
く
自
然
に
句
材
を
見
つ
け
ら
れ
、
且
つ
温
か
な
眼
差
し
が
見
え
る
。
作

者
の
人
生
の
過
ご
し
方
ま
で
も
窺
わ
れ
る
よ
う
で
す
。 

 

六
点
句 

母
の
忌
や
物
言
ひ
た
げ
な
返
り
花 

 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

規
雄
さ
ん
・
・
・
返
り
花
を
見
て
、
何
か
し
ら
言
い
た
げ
な
亡
母
を
思
い
出
し
て
い
る
、
作
者
の
心
情
を
想
い
ま
す
。 

鉢
巻
で
植
木
屋
と
な
る
秋
の
庭 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

仕
事
は
、
ま
ず
形
か
ら
で
し
ょ
う
か
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
帽
子
で
な
く
鉢
巻
を
す
る
人
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
ね
、
今
ど
き
。 

 
 
 

 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
鉢
巻
一
つ
で
プ
ロ
の
植
木
屋
の
気
分
に
な
る
。 

冬
あ
か
ね
茶
席
を
仕
舞
ふ
割
烹
着 

 
 
 
 

亜
也 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
冬
茜
、
茶
室,

割
烹
着
の
「
三
題
噺
」
が
味
わ
い
深
い
。
割
烹
着
を
和
服
の
上
に
着
て
い
た
母

が
好
き
で
し
た
。
割
烹
着
に
弱
い
の
で
す
。 

 
 
 

 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
と
て
も
素
敵
で
綺
麗
な
景
色
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 

正
明
さ
ん
・
・
・
佳
作
。
も
う
少
し
色
気
が
あ
る
と
も
っ
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

 

五
点
句 

運
動
会
子
供
等
み
ん
な
志
士
の
顔 

 
 
 
 

忠
彦 
 
 

 
 
 

 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
様
変
わ
り
の
著
し
い
世
界
情
勢 

立
派
な
日
本
志
士
が!

多
数
誕
生
し
て
ほ
し
い
。 

七
歳
に
を
み
な
の
色
香
七
五
三 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
最
近
の
子
ど
も
の
成
長
は
早
い
で
す
ね
！ 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
何
事
に
も
興
味
の
あ
る
、
お
ま
せ
な
女
の
子
。
中
七
が
い
い
で
す
ね
。
愉
し
い
一
句
。 

蛾
眉
の
月
湖
上
に
懸
か
り
薄
紅
葉 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
湖
上
に
細
い
三
日
月
が
掛
か
り
、
薄
く
紅
葉
し
た
木
々
と
共
に
秋
の
寂
し
さ
を
思
わ
せ
る
。 

 
 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
優
雅
な
景
色
が
瞼
に
浮
か
び
ま
す
。 

 
 
 

三
恵
さ
ん
・
・
・
水
墨
画
の
モ
ノ
ト
ー
ン
に
う
っ
す
ら
と
水
彩
絵
の
具
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
幻
想
的
な 

光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

※
く
に
お
さ
ん
・
・
峨
眉
山
に
の
ぼ
っ
た
月
が
煌
々
と
湖
面
を
照
ら
し
て
い
る
雄
大
な
素
晴
ら
し
い
秋
の
夜
の
景 

で
す
。
そ
の
中
で
下
五
の
「
薄
紅
葉
」
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
夜
間
に
紅
葉
の
色
の
濃
淡
ま
で
果
た
し
て
識
別 

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
夜
と
昼
の
情
景
が
一
つ
の
画
像
に
混
在
す
る
の
は
写
生
句
と
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

た
い
へ
ん
勿
体
な
い
気
が
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
蛾
眉
（
眉
の
月
）
と
薄
紅
葉
の
季
重
な
り
で
す
。 
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落
ち
葉
降
る
人
な
き
町
の
昼
下
が
り 

 
 

五
郎
太 

 
 
 

 
 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
人
の
往
来
も
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
街
の
様
子
が
寂
し
い
。 

 
 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
閑
散
と
し
た 

町
の
雰
囲
気
が 

よ
く
分
か
り
ま
す
。 

 
そ
ぞ
ろ
寒
夜
明
け
の
こ
む
ら
が
え
り
ま
た 

 

千
恵 

 
 

 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
こ
れ
痛
い
ん
で
す
よ
ね
。
枕
元
に
ツ
ム
ラ
の
特
効
薬
「
芍
薬
甘
草
湯
」
（
湯
と
言
っ
て
も
粉
末

で
す
が
）
を
常
備
し
て
い
る
も
の
と
し
て
共
感
の
句
。 

湯
の
宿
の
川
面
彩
る
薄
紅
葉 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
こ
の
よ
う
な
湯
の
宿
で
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
く
り
湯
に
つ
か
り
た
い
。 

首
の
無
き
ロ
ダ
ン
の
像
や
憂
国
忌 

 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
ロ
ダ
ン
の
首
な
ら
角
川
源
義
の
句
が
あ
る
。
首
の
無
い
ロ
ダ
ン
像
は
見
た
こ
と
な
い
が
、 

あ
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
現
場
写
真
と
呼
応
す
る
氣
が
し
て
き
た
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
三
島
由
紀
夫
の
凄
惨
な
最
期
を
思
い
出
し
ま
す
。
不
世
出
の
作
家
で
し
た
。
違
う
や
り
方

が
な
か
っ
た
の
か
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
考
え
る
人
」
の
肉
体
が
理
想
だ
っ
た
と
か
。 

雪
吊
り
に
し
と
ど
雨
降
る
裏
日
本 

 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
こ
の
時
期
の
裏
日
本
は
冷
た
い
雨
の
連
続
で
、
や
が
て
雪
の
毎
日
と
な
る
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
雪
吊
り
は
美
し
い
風
景
で
す
。
も
う
冬
支
度
は
万
全
で
す
が
ま
だ
裏
日
本
地
域
は
雨
降
り
が 

続
い
て
る
の
で
す
。 

綾
を
織
る
ご
と
く
池
面
の
散
紅
葉 

 
 
 
 

昇 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
唱
歌
「
紅
葉
」
の
二
番
の
最
後
「
水
の
上
に
も
織
る
錦
」
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。
こ
の
歌
が

好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
採
り
ま
し
た
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
綾
を
織
る
と
い
う
表
現
が
見
事
で
す
。 

鋭
角
に
冬
陽
差
し
込
む
高
架
下 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
夕
方
の
新
橋
ガ
ー
ド
下
の
屋
台
の
一
杯
飲
み
屋
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
デ
・
キ
リ
コ
的
世
界
？ 

 
 
 

 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
大
阪
や
新
橋
ガ
ー
ド
下
と
思
い
ま
す
が
中
七
の
表
現
が
良
い
。 

自
分
史
に
横
道
は
在
り
冬
木
の
芽 

 
 
 

盛
雄 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

横
道
に
も 

冬
の
木
の
芽
の
よ
う
な
芽
吹
き
が
楽
し
み
で
す
ね
。 

 

四
点
句 

逝
く
友
に
自
伝
書
く
友
冬
初
め 

 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
長
く
生
き
て
い
れ
ば
自
分
含
め
近
し
い
人
々
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。 

「
冬
初
め
」
と
い
う
季
語
に
も
そ
ん
な
気
配
を
感
じ
ま
す
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
人
生
イ
ロ
イ
ロ 

で
も
一
体
誰
が
寿
命
を
決
め
て
い
る
の
？ 

折
り
合
ふ
て
限
り
あ
る
こ
と
片
時
雨 

 
 
 

と
み
子 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ま
あ
い
い
か
と
思
っ
て
も
や
は
り
ダ
メ
か
。
何
に
つ
い
て
の
こ
と
か
想
像
を
促
し
ま
す
。 

片
時
雨
の
季
語
が
効
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 

※
孤
舟
選
者
・
・
・
折
り
合
ふ
て→

「
折
り
合
ひ
て
」「
折
り
合
う
て
」
と
、「
て
」
の
前
に
は
連
用
形
を
使 

う
こ
と
で
正
し
い
旧
仮
名
使
い
に
な
り
ま
す
。 

遠
山
の
輪
郭
著
（
し
る
）
く
冬
に
入
る 

 
 

恵
洲 

 
 
 

 
 
 

 
   

た
だ
し
げ
さ
ん
・
遠
く
の
山
々
が
く
っ
き
り
と
見
え
、
冬
の
澄
み
き
っ
た
空
を
思
わ
せ
る
。 

 
 
 
 

   

百
合
子
さ
ん
・
・
坂
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
眺
め
る
富
士
山
、
空
気
が
ぴ
り
っ
と
し
て
く
る
と
そ
の
輪
郭
が
く
っ
き 

 

 
 
 
  

り
と
し
て
、
あ
あ
、
ま
た
冬
が
や
っ
て
来
た
！ 

特
に
朝
焼
け
、
夕
焼
け
を
背
景
に
し
た 
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富
士
山
に
は
い
つ
も
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。 

晩
秋
の
空
見
上
げ
つ
つ
妻
逝
け
り 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
仲
の
良
い
幸
せ
な
夫
婦
だ
っ
た
の
で
し
よ
う
。
中
七
の
措
辞
が
素
敵
で
す
。 

 
 
 
 
   

百
合
子
さ
ん
・
・
私
も
空
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
逝
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
父
の
時
は
炉
か
ら
昇 

る
煙
の
行
方
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。
母
の
時
は
電
気
炉
だ
っ
た
の
で
煙
は
見
え
な
か
っ
た 

け
れ
ど
、「
空
に
昇
り
ゆ
け
り
」
と
感
じ
ま
し
た
。 

熱
燗
や
吾
に
も
若
き
日
は
在
り
し 

  
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
今
で
こ
そ
爺
む
さ
い
熱
燗
を
チ
ビ
チ
ビ
や
っ
て
い
る
が
、
若
い
頃
は
ウ
ォ
ッ
カ
を
呷
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

い
た
も
の
だ
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
酒
量
も
め
っ
き
り
減
り
久
々
に
手
に
し
た
熱
燗
に
呟
く
。 

 

ラ
ガ
ー
ら
の
髭
も
タ
ト
ゥ
ー
も
ノ
ー
サ
イ
ド 

 
 
 

盛
雄 

 
 

 
 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
む
さ
苦
し
い
大
男
の
集
団
も
試
合
が
終
わ
れ
ば
ノ
ー
サ
イ
ド
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
確
か
に
試
合
後
の
ラ
ガ
ー
の
挨
拶
は
気
持
ち
い
い
で
す
ね
！
ノ
ー
サ
イ
ド
は
貴
重
な
言
葉
、 

精
神
で
す
ね
！ 

 
 
 

 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
特
選
に
採
り
た
か
っ
た
が
開
幕
は12

月9

日
な
の
で
・
・
・
。 

 

三
点
句 

吾
も
ま
た
絶
滅
危
惧
種
温
め
酒         

 
 
  

 
健
介 

 
 
 

 
 
 

 
 
   

孤
舟
選
者
・
・
・
こ
の
年
齢
に
な
り
、
急
速
に
移
り
変
わ
る
現
代
の
風
潮
に
付
い
て
ゆ
け
な
く
な
っ
た
。 

待
ち
か
ね
し
干
柿
残
り
あ
と
ふ
た
つ 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

 
 
 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
残
り
あ
と
ふ
た
つ
と
い
う
表
現
で
干
柿
が
好
物
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
が
素
晴
ら

し
い
で
す
。 

 
 
 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
年
配
の
者
に
と
っ
て
は
甘
味
は
欲
し
い
も
、
干
柿
の
た
ぐ
い
で
し
た
か
ら
。
こ
の
気
持
ち
が
よ 

く
わ
か
り
ま
す
。
昭
和
も
遠
く
な
り
ま
し
た
ね
‼ 

新
司
て
ふ
五
線
の
旅
人
寒
昴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
私
も
下
手
な
が
ら
少
し
楽
器
を
触
る
の
で
、
五
線
と
い
う
表
現
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。 

コ
ス
モ
ス
と
ゆ
れ
て
語
る
や
老
い
疲
れ 

 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
私
も
疲
れ
や
す
い
年
に
な
り
ま
し
た
。 

秋
風
に
ツ
ケ
場
の
煙
千
曲
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
  

※
ツ
ケ
場
・
・
國
護
さ
ん
自
解
・
・
や
な
場
と
同
義
で
す
が
、
信
州
で
ひ
と
月
ほ
ど
の
も
の
で
す
。 

武
蔵
野
の
夕
日
に
沈
む
枯
木
立 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

 
 
 

 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・ 

冬
の
寒
々
と
し
た
風
景
が
見
て
取
れ
る
。 

山
茶
花
や
垣
な
き
村
の
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
住
民
皆
が
家
族
の
よ
う
な
村
に
、
人
望
厚
い
お
医
者
さ
ん
の
小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
る
の 

で
す
ね
。
山
茶
花
が
良
く
利
い
て
い
ま
す
。 

不
意
打
ち
の
嚔
（
く
し
ゃ
み
）
で
ば
れ
し
若
づ
く
り 

百
合
子 

 

 
 
 

 
 

 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
最
近
は
急
に
く
し
ゃ
み
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
加
齢
現
象
と
は
。
我
が 

こ
と
の
よ
う
で
恐
れ
入
り
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
刈
り
上
げ
た
か
、
薄
着
を
し
た
か
、
こ
の
際
し
な
れ
ぬ
こ
と
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。 

冬
天
へ
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
円
錐
形 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
太
古
か
ら
あ
る
大
木
は
空
に
聳
え
る
。
人
が
手
入
れ
せ
ず
と
も
コ
ー
ン
状
に
自
ら
を
整
え
、

葉
も
落
と
す
。
自
然
の
妙
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
自
然
の
造
形
の
見
事
さ
が
、
く
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 
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神
在
月
老
い
し
妹
ら
は
み
な
達
者 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

 
 
 

 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
出
雲
人
に
幸
あ
れ
。 

御
堂
筋
へ
虎
の
雄
叫
び
冬
う
ら
ら 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

 
康
敏
さ
ん
・
・
・
パ
レ
ー
ド
に
御
堂
筋
は
三
十
五
万
人
の
人
出
。
一
九
三
五
年
創
立
で
や
っ
と
二
度
目
の 

日
本
一
。
不
思
議
な
感
あ
り
。 

 

二
点
句 

顔
見
世
や
仁
左
の
芝
居
を
歌
六
締
め 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

 
 
 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
顔
見
世
ら
し
い
お
芝
居
が 

想
像
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
恒
例
の
豪
華
な
公
演
で
す
。
中
七
・
下
五
の
リ
ズ
ム
が
心
地
よ
い
で
す
。 

※
紀
久
男
自
句
自
解
・
・「
松
浦
の
太
鼓
」
で
す
。
吉
右
衛
門
の
當
り
役
を
仁
左
衛
門
が
演
じ
播
磨
屋
一
門
の 

長
老
が
舞
台
を
引
き
締
め
た
。
上
方
で
は
「
土
屋
主
税
」
が
こ
れ
に
似
て
、
先
代
の
鴈
治
郎
が
演
じ
て
き

ま
し
た
。
い
ま
の
鴈
治
郎
は
助
六
の
通
人
を
や
る
な
ど
喜
劇
的
な
役
割
も
や
り
ま
す
が
、
些
か
情
け
な
い

思
い
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。 

青
げ
ら
の
ち
ょ
こ
ま
か
ち
ょ
こ
ま
か
忙
し
な
く 

紀
久
男 

 
 

（
青
げ
ら
は
啄
木
鳥
の
仲
間
） 

 
 
 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
青
げ
ら
の
機
敏
な
動
き
。
擬
態
語
が
よ
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
啄
木
鳥
は
木
を
打
つ
音
も
、
行
動
も
決
し
て
の
ん
び
り
し
て
い
ま
せ
ん
も
の
ね
。 

 
 

   
 
 
 

神
宮
外
苑
銀
杏
並
木
再
開
発
計
画 

世
界
遺
産
に
推
挙
の
動
き
銀
杏
散
る 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
神
宮
外
苑
は
関
東
大
震
災
復
興
事
業
と
し
て
生
ま
れ
た
。
造
園
家
、
都
市
計
画
家 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

で
知
ら
れ
た
帝
都
復
興
局
公
園
課
長 

折
下
吉
延
の
功
績
が
大
き
い
。
折
下
は
、
近
代
都
市
に 

は
市
民
の
癒
し
や
憩
い
の
緑
の
空
間
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
た
。
隅
田
公
園
、
山
下
公
園 

（
横
浜
）
も
折
下
が
担
当
し
た
。 

冬
晴
れ
や
遂
に
手
に
す
る
日
本
一 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
タ
イ
ガ
ー
ス
、
オ
リ
ッ
ク
ス
の
御
堂
筋
、
三
宮
ぱ
れ
ー
ど
に
百
万
人
の
人
出
。
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
サ
ッ
カ
ーJ1

で
は
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
初
優
勝
。
灘
の
銘
酒
も
喜
ん
で
い
ま
す
。 

そ
の
ま
ま
か
砂
糖
で
煮
る
か
冬
り
ん
ご 

 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

 
 
 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・「
リ
ン
ゴ
ジ
ャ
ム
」
で
す
か
。
沢
山
つ
く
っ
て
一
年
分
の
ト
ー
ス
ト
の
朝
食
用
で
し
ょ
う
ね
。 

鐘
太
鼓
聞
け
ば
浮
き
立
つ
秋
祭
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
一
年
の
刻
を
知
ら
せ
る
鐘
太
鼓
で
も
あ
る
。
浮
き
立
た
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

「
年
寄
り
て
耳
で
楽
し
む
秋
祭
り
」
は
い
か
が
。 

※
句
会
中
で
、
大
き
さ
を
考
え
た
場
合「
鉦
太
鼓
」の
文
字
を
使
用
し
た
方
が
、
良
い
か
と
の
意
見
あ
り
。 

黄
落
や
寺
の
瓦
に
葵
紋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
紅
葉
狩
り
に
旧
い
寺
を
訪
ね
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
、
は
っ
と
気
が
付
け
ば
葵
の
御
紋
で
す
か
。 

 
 
 

 
 
  

紀
久
男
・
・
・
・
芝
の
増
上
寺
一
帯
が
ぴ
っ
た
り
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
空
地
建
替
え
ま
だ
き
枯
葎
（
か
れ
む
ぐ
ら
）  

 

啓
子 

 
 

 
 
 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
空
地
は
増
え
続
け
る
。
主
は
去
っ
て
遺
る
固
定
資
産
税
。 

日
野
か
ぶ
ら
紅
き
に
宿
る
苦
味
か
な 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 
 
 

 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
日
野
蕪
を
知
ら
な
い
の
で
す
が
、
紅
い
と
こ
ろ
に
宿
る
仄
か
な
苦
み
が
、
い
い
風
味
な
の
で 

す
ね
、
き
っ
と
。 

二
日
目
の
巻
繊
汁
（
け
ん
ち
ん
じ
る
）
の
う
ま
さ
か
な 

 

天
牛 

 

 
 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
作
っ
て
か
ら
時
間
が
経
つ
と
味
が
寝
か
さ
れ
染
み
る
所
為
か
お
い
し
く
戴
け
る
。 
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百
合
子
さ
ん
・
・
同
感
で
す
！ 

豚
汁
も
、
お
で
ん
も
で
す
ね
。
冬
は
う
ま
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。 

 

一
点
句 
猛
牛
を
退
け
し
虎
冬
ぬ
く
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
堂
哉
さ
ん
・
・
・
岡
田
阪
神
お
め
で
と
う
！
野
球
に
続
き
サ
ッ
カ
ー
も
神
戸
が
初
優
勝
で
す
！ 

牡
丹
焚
く
火
焔
に
舌
と
翼
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
須
賀
川
牡
丹
園
の
牡
丹
焚
火
は
今
年
も
十
一
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
。
め
ら
め
ら
と
高
く 

燃
え
上
が
っ
た
炎
に
舌
と
翼
を
見
た
感
性
は
鋭
い
。 

大
丈
夫
言
ひ
つ
手
を
借
る
冬
支
度 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
私
も
い
ろ
い
ろ
と
手
を
借
る
年
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
令
和
五
年
二
月
会
報
九
枚
目
の
第
二
句
に
つ
き
、
孤
舟
選
者
が
「
つ
」
と
「
つ
つ
」 

の
用
法
に
つ
き
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
ん
で
推
敲
し
て
み
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

年
重
ね
病
は
村
時
雨
に
似
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

 
 

 
 

  

百
合
子
さ
ん
・
・『
村
時
雨
』
の
一
語
で
す
べ
て
を
語
り
尽
く
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。 

旧
式
の
ク
レ
ー
ン
が
六
基
小
樽
冬 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・「
旧
式
の
ク
レ
ー
ン
」
今
ど
き
珍
し
い
レ
ト
ロ
な
港
町
。
大
阪
の
社
員
時
代
、
小
樽
出
張
で
よ 

く
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
が
一
人
で
飲
ん
だ
ア
イ
ヌ
の
ウ
タ
リ
で
の
熱
燗
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

下
校
告
ぐ
チ
ャ
イ
ム
の
音
や
秋
の
声 

 
 
 
   

正
明 

 
 
 

 
 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
子
供
達
の
安
全
な
下
校
を
願
う
チ
ャ
イ
ム
の
音
。
留
意
点
と
し
て
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

告
ぐ 

→
 

告
ぐ
る
（
連
体
形
、
上
６
に
な
っ
て
も
） 

秋
の
声 

→
 

秋
の
夕 

で
は
。 

 
 
 
 
 

 

※
く
に
お
さ
ん
・
・
三
段
切
れ
の
句
が
す
べ
て
悪
い
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
合
は
字
余
り
に
な
っ
て
も 

「
告
ぐ
る
」
と
い
う
「
告
ぐ
（
終
止
形
）」
の
連
体
形
で
「
チ
ャ
イ
ム
の
音
」
に
繋
げ
る
こ
と
で
ど
う
で
し
ょ

う
か
。 

頂
き
し
野
菊
の
香
り
部
屋
に
満
つ 

 
 
 
 
  

規
雄 

 
 
 

 
 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
秋
は
な
に
も
か
も
澄
み
、
ほ
の
か
な
香
り
さ
え
漂
う
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

    

「
菊
の
香
や
奈
良
に
は
古
き
仏
た
ち
」（
芭
蕉
）
と
同
じ
景
色
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
次
回
お
よ
び
次
々
回 

青
葉
会
】 

 
2023

年12

月14

日(

木) 
13

時
よ
り
青
葉
会
句
会
（
納
会
） 

於
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
17

時
よ
り
青
葉
会
忘
年
会 

 
 
 

於
：
銀
座
ア
ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
賓
館 

  
 

参
加
者
は
出
句
３
句
。
ご
投
句
の
方
は2

句
、
を
目
処
と
し
て
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
12

月12

日
（
火
）
中
の
締
切
。 

編
集
の
星
田
啓
子
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

  

新
年
の
初
句
会 

 
2024

年1

月25

日
（
木
） 

13

時
よ
り
青
葉
会
句
会 

 
 
 

於
：
丸
紅
本
社 

４
階
会
議
室 

 
 

参
加
者
は
出
句5

句
、
ご
投
句
は2

句
を
目
処
と
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 
 

締
め
切
り
は
、1

月23

日
（
火
）
中
。
編
集
の
星
田
啓
子
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 

【
青
葉
会
報
】 

 

一
、1

1

月23

日
の
句
会
は
、
い
つ
も
の
三
軒
茶
屋
の
世
田
谷
区
施
設
に
て
、
長
谷
見
び
ん
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て9

名
の
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参
加
を
見
て
活
発
な
披
講
の
模
様
を
伺
い
ま
し
た
。
今
回
は
句
会
か
ら
発
効
ま
で
あ
ま
り
時
間
が
取
れ
ず
、
選
句
締
切
も
急
い

で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
、
実
は
予
定
よ
り
１
日
遅
れ
ま
し
た
が
、
何
と
か
お
届
け
で
き
ま
す
。 

今
回
の
最
高
得
点
は
９
点
で
、
く
に
お
さ
ん
、
び
ん
さ
ん
（
２
句
）
で
し
た
。 

本
年
の
句
会
は
次
回

12

月

14

日
の
句
会
で
納
会
と
な
り
ま
す
。
郵
送
の
方
は
そ
れ
ま
で
に
こ
の
会
報
は
お
手
許
に
届
け
ら

れ
な
い
郵
便
事
情
で
す
が
、
ご
容
赦
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

二
、
孤
舟
選
者
近
詠 

ゆ
き
あ
ひ
の
空
の
高
さ
や
燕
去
ぬ 

 
 
 
 

松
手
入
れ
句
の
推
敲
も
か
く
あ
ら
む 

 
 
 
 

恩
の
字
は
大
き
な
心
秋
彼
岸 

 
 
 
 

大
切
な
人
み
な
遠
し
星
月
夜 

 
 
 
 

風
を
読
み
風
乗
り
こ
な
し
鷹
渡
る 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

関
係
者
近
詠
は
、1

月
句
会
報
か
ら
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
楽
し
み
に
‼ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

令
和
五
年
十
二
月 

吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


